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■はじめに 

 

   この事業では、【「光」を総合的に学習する】というコンセプトのもとに、①原理や特性を学べ、体験を

通じて再認識できるもの、②身近にあるもので、原理や応用した事例や商品化された製品に関する紹

介をし、利用する観点からより伝達できる、という 2 つのカテゴリーを元に 15 点程度制作することを当初

の計画としていました。 

 

  外部の有識者の方に加わっていただき、さまざまなご意見をいただきながら、結果的に 18 点の展示物

を制作することができました。 

 

  「光」は人間の生活に密接しているものであるため、制作した展示物を体験、また解説パネル等を読む

ことで、「光」とはどのようなものか、どのような性質を持ち合わせているのか、どのように技術に活かさ

れるのかということを、認識いただけるきっかけになれば幸いです。 

 

   なお、本展示物の設置にあたっては、会場となる場所はある程度暗転の必要があります 

  下図に会場での展開の一例の写真を掲出いたします 
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■No1 紫外線 

 

◎展示概要 

  2 種類の絵があります。この絵はブラックライトをあてると絵が浮き出てくる特殊な印刷が施されたもの

で、白色の蛍光灯の下で見える見えかたと、ブラックライトを照射したときの絵の違いを実際に確認しま

す。 

  

展示物全景 

  

            ブラックライト照射前               ブラックライト照射後 

 

・展示本体装置：W650 ㎜×D400 ㎜×H887 ㎜ 電源要 1 口 20W 

 （ブラックライト：TOSHIBA FL10BLB 10W、白色灯 FL10WB 10W） 

・絵（トリックポスター、グループ A） A4 サイズ 

・絵（トリックポスター、グループ B） A4 サイズ 
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■No2 可視光線 

 

◎展示概要 

多くの波長の光で構成されているハンディ型の白色光と、緑色のレーザー光をプリズム、鏡を使って

スクリーンに投影します。プリズムはその光の持つスペクトルを色として分光することができ、鏡は光が

反射する様子を体験を通じて学びます。白色光は虹のように 7 色のスペクトルが、レーザー光は緑色一

色のスペクトルが含まれていることがわかります。 

 

展示物全景 

  

白色光の場合                     レーザー光（緑）の場合 

 

・展示本体装置：W800 ㎜×D600 ㎜×H265 ㎜ 電源要 1 口 6W 
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■No3 赤外線 

 

◎展示概要 

人間の目に見える、紙に書かれた文字や、3 色のライトの前に、赤・緑・青のアクリル板を重ねていく

と、アクリル板の重なったところが黒くなり、その後ろにある紙に書かれた文字や、ライトの光は見えなく

なります。これを赤外線を感知できるビデオカメラで撮影すると、人間の目では見えない文字やライトも

透明な板を見ているように、透過して見ることができます。紙の文字に反射する赤外線やライトからの赤

外線を感受するビデオカメラで見ると透けて見える様子を体験します。 

 

展示物全景 

  

 

・展示本体装置：W1,500 ㎜×D600 ㎜×H665 ㎜ 電源要 1 口 25W 

・ビデオカメラ（kenuo FHD WITH NIGHT SHOT）W125 ㎜×D58 ㎜×H57 ㎜ 電源要 1 口 60W 

・モニター（IODATA EX-LD2702DB-B2）W620 ㎜×D240 ㎜×H440 ㎜ 電源要 1 口 34 W 
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■No4 直進性・集光 

 

◎展示概要 

光は光が進む空間が同じ物質でできている場合は、まっすぐに進む性質があります。 

また、空気中からガラス、ガラスから空気中と違う物質でできている空間を進もうとするとき、その境

界面に垂直な方向に光が進むと違う物質同士を進む光もまっすぐ進みますが、境界面に対して垂直で

ない角度で光があたると、異なる物質の中を進もうとする光は屈折します。このことから凸レンズを用い

て平らな面に中央、両端から光をあてると凸レンズから出てきた光は、焦点という 1 個所に集まる場所

ができます。 

この展示では、光がまっすぐ進む様子、また凸レンズを介して焦点ができる様子、また凸レンズとスク

リーンの位置関係を多少動かせる仕組みになっているので、焦点距離についても確認することができます。 

 

展示物全景  

  

 

・展示本体装置：W1,200 ㎜×D450 ㎜×H365 ㎜ 電源要 1 口 8W 
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■No5 干渉・回折 

 

◎展示概要 

   板に対して縦方向に長方形の孔（スリット）が開いています。このスリットを通った光は、光源側と反対

側の孔から出た後、球面波として広がります。スクリーンなどにスリットを透過した光を投影すると光源と

スクリーンの位置関係によって、スリットから出た光の球面波としての広がり具合を確認することができ

ます。 

   レーザー光の場合は、縦方向に孔が開いているスリットに対して、スクリーンでは横方向に広がって

いる様子が確認できます。 

 

展示物全景 

 

   

 

・展示本体装置：W1,600 ㎜×D600 ㎜×H365 ㎜ 電源要 1 口 6W 
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■No6 偏光 

 

◎展示概要 

   偏光板は、波の性質を持ち光源から放射状に照射された光のうちある特定方向に進んだ光のみ透

過させることができる板（フィルム）です。 

   白色の光を放つライトボックスの表面に偏光板に色々透明テープを貼り合わせて作った切絵を置き、

さらに偏光板を挟んだ虫眼鏡で絵を見てみます。 

   虫眼鏡を回転させると、ライトボックスに貼った絵の明るさや色などが変化して見えます。 

 

展示物全景 

  

 

・展示本体装置：W1,500 ㎜×D600 ㎜×H386 ㎜ 電源要 3 口 24W  8W／1 口 
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■No7 透過・吸収・散乱 

 

◎展示概要 

   赤・緑・青色のレーザー光を照射し、スクリーンに光が届くまでに、色のついた水をさまざまな組み合

わせで配置することで、色のついた水の中を通り抜ける色のレーザー光、吸収・散乱されてスクリーンま

でレーザー光が届かない現象を、体験します。 

 

展示物全景 

  

 

・展示本体装置：W1,000 ㎜×D600 ㎜×H165 ㎜ 電源要 1 口 6W 
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■No8 屈折・反射 

 

◎展示概要 

水が入った水槽の中に、種類の光源が出る装置があります。この装置は手で回転させることができ

ますが、光源から出た光が水の中を通り、空気中に出るときに境界面で屈折したり、水面下で全反射し

て水中に折れ曲がったりする現象を体験することができます。 

 

展示物全景 

  

 

・展示本体装置：W650 ㎜×D400 ㎜×H365 ㎜ 電源要 1 口 50W 
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■No9 赤外線（応用）Ⅰ 

 

◎展示概要 

   黒いアクリル板の反対側は人間の目では何があるか、どうなっているか透けて見えることはありませ

ん。赤外線を感受するカメラ越しに見ると、アクリル板の向こう側の物体などの影が透けて見えるように

なります。 

 

展示物全景 

  

 

・展示本体装置：W1,030 ㎜×D1,030 ㎜×H2,000 ㎜ 電源不要 

・モニター（24 型）（IODATA EL-LD2381DB-B5） W560 ㎜×D205 ㎜×H410 ㎜ 電源要 1 口 30W 

・ビデオカメラ（kenuo FHD WITH NIGHT SHOT）W125 ㎜×D58 ㎜×H57 ㎜ 電源要 1 口 60W 
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■No10 赤外線（応用）Ⅱ 

 

◎展示概要 

   リモコンなどでは、信号の送信に赤外線を使用していますが、人間の目ではその信号に使う赤外線

を見ることができません。スマートフォンの撮影機能などでは、赤外線を透過させるレンズが装着されて

いることが多く、リモコンのボタンを押すと、赤外線が照射されている様子を、スマートフォンの画面越し

に視認できます。 

 

展示物全景 

 

 

・展示本体装置：W300 ㎜×D300 ㎜×H60 ㎜ 電源不要 

 ・リモコン W×D×H 電源不要（乾電池単四 2 本で駆動） 
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■No11 偏光（応用） 

 

◎展示概要 

   下から照射されているスポットライトの上に偏光板を置き、その上に濃度の異なる水溶液が入ったコ

ップを置き、さらにその上に回転させることができる偏光板を置きます。最上部の偏光板を回転させると

コップの底面から透過してくる光の明暗が変化したり、見える光の色が変わる現象を体験することがで

きます。 

 

展示物全景 

  

 

・展示本体装置：W450 ㎜×D400 ㎜×H580 ㎜ 電源要 1 口 200W 
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■No12 夕焼け原理（応用） 

 

◎展示概要 

  地球上では日中の現象で、昼間空の色は青く見え、夕方は赤っぽく見えます。光の散乱具合によるも

のですが、少し白濁させた水の中にライトをあてると、距離が長くなるにつれて、白濁した水の中で反射し

て見える光がオレンジ色に見えます。 

 
展示物全景 

  

 

・展示本体装置：W1,500 ㎜×D400 ㎜×H337 ㎜ 電源要 1 口 5W 
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■No13 導波路（応用） 

 

◎展示概要 

  光は基本的に同じ媒質の中をまっすぐに進みます。空気中もまっすぐ進みます。 

 空気中はまっすぐに進んでいるのに、水が入った水槽のある部分から水を噴水のように出すと、光は噴

水の水の流れの中を反射しながら進みます。 

 

展示物全景 

  

 

・展示本体装置：W600 ㎜×D550 ㎜×H437 ㎜ 電源要 1 口 20W 
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■No14 赤外線非線形結晶（技術） 

 

◎展示概要 

  人間の目には見えない赤外線を、非線形結晶という人工結晶を通すと、人間の目に見える緑色の光

が出てくる、緑色のレーザーポインターの原理装置です。 

 

展示物全景 

  

 

・展示本体装置：W800 ㎜×D400 ㎜×H337 ㎜ 電源要 1 口 800W 
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■No15 ソーラーパネル（技術） 

 

◎展示概要 

  風車の根元の部分にソーラーパネルが取付けられています。この風車はソーラーパネルから供給され

る電力で回転しますが、ソーラーパネルに光が届かなければ、風車は回転しません。 

  ソーラーパネルに光をあてたときと、あたらないときの風車の様子を見比べます。 

 

展示物全景 

  

 

・展示本体装置：W700 ㎜×D450 ㎜×H487 ㎜ 電源要 1 口 60W 
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■No16 特定波長カットメガネ（技術） 

 

◎展示概要 

  さまざまな用途のメガネがあります。そのメガネをかけると裸眼で見るよりもはっきり見ることができるも

のがあります。ここでは、黄色や緑色に見える波長の光を強調するゴーグルをかけることでことで、芝目

を見やすくする、波長が短い可視光線をカットして、モニターなどを見る目の負担を軽減させる、ブルーラ

イトカットメガネ、オレンジ色のゴーグルをかけることで、指紋がはっきり見える、という 3 種類の体験がで

きます。 

 

①緑色・黄色波長透過メガネ（緑色・黄色 

 

展示物全景 

   

 

・展示本体装置：W1,030 ㎜×D1,030 ㎜×H2,000 ㎜ 電源要 1 口 150W 
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②ブルーライトカットメガネ 

 

展示物全景 

 

 

・ゴーグル：W200 ㎜×D1250 ㎜×H1000 ㎜ 電源不要 
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③オレンジ波長透過メガネ 

 

展示物全景 

  

 

・展示物本体装置：W700 ㎜×D450 ㎜×H365 ㎜ 電源要 1 口 20W 
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■No17 光による造形（技術） 

 

◎展示概要 

  光を使うことで、色々な造形物を作ることができます。 

 ここではレーザー光を使って、アクリルなどをカット、加工できるレーザー加工機の稼働の様子と、光をあ

てると硬化する樹脂が入った、3D プリンターで立体を作ることができる稼働の様子を動画で紹介します。 

 

展示物全景 

 

・モニター（24 型）（IODATA EL-LD2381DB-B5） W560 ㎜×D205 ㎜×H410 ㎜ 電源要 1 口 30W 

・DVD プレイヤー（GREEN HOUSE GH-DVD1D） W225 ㎜×D230 ㎜×H50 ㎜ 電源要 1 口 10W 

・収納ケース W365 ㎜×D265 ㎜×H110 ㎜ 
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■No18 紫外線（技術） 

 

◎展示概要 

  紫外線（ブラックライト）をあてると蛍光する物質、ものを、ブラックライトをあてながらその現象について

動画で紹介します。 

 

展示物全景 

 

・モニター（24 型）（IODATA EL-LD2381DB-B5） W560 ㎜×D205 ㎜×H410 ㎜ 電源要 1 口 30W 

・DVD プレイヤー（GREEN HOUSE GH-DVD1D） W225 ㎜×D230 ㎜×H50 ㎜ 電源要 1 口 10W 

・収納ケース W365 ㎜×D265 ㎜×H110 ㎜ 
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■その他 

 

 解説パネルが全 14 枚あります。 
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